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１．はじめに 

 本報は同題その１、その２に引き続き、ハーフ SC スラ

ブの鋼板継手の合理化を目的に実施した曲げ実験につい

て、ひずみ分布および継手目開き変位の計測結果に基づ

き各種工法の継手性能を比較検討するものである。 
２．ひずみ分布 

 図１に各試験体の最大耐力時のひずみ分布を示す。継

手の無い試験体 No.1 の鋼板ひずみは試験区間全長にわた

って、ほぼ降伏ひずみを上回っている。穴開きスプライ

スプレートを用いた試験体 No.2 では、継手部の外側では

No.1 と同様に降伏ひずみを上回っている。スプライスプ

レートのひずみは、中央に近い部分のひずみが外側に近

い部分の約 2 倍となっており、中央から 1 列目・2 列目同

様にスタッド→コンクリート→鋼管→スプライスプレー

トとせん断力が伝達されていることがわかる。 
スパイラル筋を用いた試験体 No.3 および No.4 のひずみ

の推移を図２に示す。No.3 ではスパイラル筋のひずみが

最大耐力時に降伏ひずみ直前に至っているが、それ以降

の荷重低下域ではひずみが戻っており、スパイラル筋以

外の部分で破壊が進行していることがわかる。前報その

２で述べたように、中央から 2 列目のスタッド位置のひ

び割れ、およびスタッドの頭の位置を繋ぐ位置の水平ひ

び割れが拡大し、スパイラル筋折曲げ部のコンクリート

の圧壊によって、支圧強度が発揮できなくなったと考え

られる。No.4 ではスパイラル筋のひずみは降伏ひずみを

大きく上回り、鋼管がコンクリートを拘束して支圧耐力

を十分に発揮しているものと考えられる。 
ワンサイドリベットを用いた試験体 No.5 は No.2 と同様

に、継手部の外側では降伏ひずみを上回っている。スプ

ライスプレートのひずみは、中央に近い部分のひずみが

外側に近い部分よりもかなり大きくなっており、リベッ

トが効果的にせん断力を伝達していることがわかる。 
３．荷重－継手目開き変位関係 

図３に継手のある試験体の荷重と目開き変位の関係を

示す。変位計は鋼板から 60mm ほど離れた位置に取付け

られているため、断面解析結果で得られた中立軸位置か

らの距離に応じて補正した鋼板表面位置の目開き変位を

示している。 
試験体 No.2，No.3，No.4 では、前報その２で示した荷 
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図１ 最大耐力時における鋼板ひずみ分布 
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図３ 荷重と継手目開き変位の関係 

 

重とたわみの関係に相似して、目開き変位が増加してい

る。No.5 は他の試験体に比べて高い剛性を示し、目開き

変位が少ないことがわかる。 
No.2 と No.5 は最大耐力以降の荷重低下域で目開き変位

が増加しておらず、継手部以外で破壊したものと考えら

れるが、No.3 と No.4 は最大耐力以降も目開き変位が増加

しており、継手部が破壊していることがわかる。 
４．最大耐力の評価 

本実験の試験体 No.1，No.2，No.5 では、曲げ降伏には

達したものの、加力点と支持点を結ぶ斜めひび割れが発

生し、支持点付近で付着破壊を発生し、最大耐力に至っ

た。そこで、アーチ機構によるせん断耐力、付着破壊に

よるせん断耐力を以下のように求め、比較検討する。 
◆アーチ機構によるせん断耐力 

文献 1）による（タイバーは無視） 

TbFQ carch ν
λ9
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=   --- (1) 

◆付着破壊によるせん断耐力 

ccstst
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ここで、b は試験体断面の幅、T は全せい、j = 7/8 T、 
Fcはコンクリートの圧縮強度、Ecはヤング係数、 
√Fc Ec は kgf/cm2単位だが上限値 900 N/mm2を用いる 
ν = 0.8 + 0.05 λ はコンクリートの有効圧縮強度係数、 
λ はせん断スパン比、 
astは 1 組のタイバー断面積、x はその間隔 
図４に示すように、付着破壊による計算値が最も低く

なっており、付着破壊した実験結果と対応している。 

0

200

400

600

800

0 5 10 15 20 25

荷
重

，
せ

ん
断

耐
力

×
2 

(k
N

)

試験体中央たわみ (mm)

No.2

No.5

No.1

曲げ終局耐力 589kN

付着破壊 447kN

アーチ機構せん断耐力 744kN

 
図４ 最大耐力計算値と実験結果の比較 

 
５．まとめ 
ひずみ分布および継手目開き変位の計測結果から判断

すると、穴開きスプライスプレートを用いた試験体、ワ

ンサイドリベットを用いた試験体では、継手部でせん断

力が十分に伝達されていることが確認された。 
スパイラル筋を用いた試験体では、継手部の破壊によ

って最大耐力に達しているが、スパイラル筋折曲げ部に

鋼管がある場合はスパイラル筋が降伏に至るものの、鋼

管が無い場合は折曲げ部の支圧破壊により、スパイラル

筋が十分にせん断力を伝達していないことが確認された。 
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